


Jun Sugimoto 原子力の話Ⅱ「ウィーンと京都」

◎◎ 空港送迎や観光は快適なメルセデスベンツで ◎◎
Tel. O676-700 3728（英語＆独語）

＊＊日本語でのご予約はメールでお早めにgekkan@utanet.at（翻訳仲介ボランティア）＊＊
料金例：空港〜ウィーン市内：

ベンツ（３名様まで＋通常スーツケース２個まで）片道€32 〜€35
別車種（４名様まで＋通常スーツケース４個まで）€35 ／５名様の場合は€52

日本語定期観光バス
　　　　　　　　　　　 完全予約制   日本語ご予約
　　　　　　　　　　　　 tel. (01)716 0947

マイバス・センター Tumlare Corporation Austria GmbH
Opernring 1/R-701  A-1010 Wien    市内半日 : 月水金日
月〜金 09:00-17:30  tel. 01-7160947    ウィーンの森 : 火木土

ウィーン半日市内観光／ウィーンの森半日観光／
ホイリゲとコンサートで楽しむウィーンナイト／
鉄道で行く日帰りザルツブルクとザルツカンマー
グート／ブダペスト１日観光（木・土）

毎日催行完全予約制

日本語観光ツアー
みゅう ウィーン Miki Travel Vienna

その他ミールクーポン、オペラやコンサートの
チケットの予約・販売も致しております。

月〜金 09:00-17:30  tel. 01-310 2188 18

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ウィーンデスク  Franz Jirsa GesmbH
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　月～金 / ９：30 ～ 12：30
　　　　　　　　　　　　　　　　TEL: (01) 400 60 128
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   e-mail  y.takamine@viennaticket.at
JR パス、日本語観光バス、各種チケット手配

月刊ウィーン定期購読のご案内
 ◆ 日本で定期購読をご希望の場合は１年分 9000 円（計 12 冊分）を以下にお振込み下さい。
 ◦三菱東京 UFJ 銀行 金沢文庫駅前支店（支店コード 304）口座 0449986（有森トランスレーション）又は
 ◦日本の郵便口座 00210-3-77876（有森トランスレーション）　振込み後、以下にお申し込みください：
　gekkan@utanet.at　又は郵送 K.Fukuda, Wildpretmarkt 1-7, A-1010 Wien  Austria 
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ハ
ル
ビ
ン
工
程
大
学
の
招
待
に
よ
り
昨

年
八
月
に
ハ
ル
ビ
ン
、
十
一
月
に
は
北
京

で
開
催
さ
れ
た
国
際
会
議
で
筆
者
が
講
演

し
た
縁
に
よ
り
、
一
月
三
～
八
日
ま
で
同

大
学
で
開
催
さ
れ
た
雪
像
コ
ン
ク
ー
ル
と

原
子
力
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
本
学
の
学
生
四

名
一
チ
ー
ム
の
招
待
を
受
け
た
。
募
集
し

た
所
、
修
士
二
年
の
学
生
二
名
、
修
士
一

年
及
び
四
回
生
各
一
名
の
応
募
が
あ
り
、

ハ
ル
ビ
ン
に
派
遣
し
た
。
雪
像
コ
ン
ク
ー

ル
に
は
、
地
元
中
国
か
ら
四
五
チ
ー
ム
、

タ
イ
四
チ
ー
ム
、
ロ
シ
ア
三
チ
ー
ム
な
ど

十
一
カ
国
か
ら

六
一
チ
ー
ム
の
参

加
が
あ
っ
た
。
我

が
国
か
ら
は
京
大

と
明
星
大
学
の
二

チ
ー
ム
が
参
加
し

た
。
原
子
力
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、

四
大
学
（
ハ
ル
ビ

ン
工
程
大
、
京
大
、

デ
ン
マ
ー
ク
工
科

大
、
韓
国
科
学
技

術
院
）
が
参
加
し
、

十
一
テ
ー
マ
（
京

大
は
二
テ
ー
マ
）

の
発
表
と
討
論
が

行
わ
れ
た
。
外
国
チ
ー
ム
に
は
現
地
大
学

の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
が
二
名
付
い
て
何
か
と

世
話
を
し
て
く
れ
る

　

雪
像
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、三
×
三
×
三・五

メ
ー
ト
ル
の
雪
ブ
ロ
ッ
ク
を
丸
三
日
間
か

け
て
削
っ
て
像
を
作
る
。
マ
イ
ナ
ス
二
十

度
以
下
の
寒
さ
と
Ｐ
Ｍ
二・五
が
計
測
不
能

な
ど
大
気
汚
染
に
も
悩
ま
さ
れ
る
厳
し
い

状
況
下
、
富
士
山
を
何
と
か
作
り
上
げ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
研
究
発
表
と
討
論
に

参
加
し
、
パ
ー
テ
ィ
ー
や
宿
泊
し
た
国
際

寮
で
も
交
流
の
機
会
を
最
大
限
活
用
す
る

な
ど
存
在
感
を
示
し
た
。
そ
の
た
め
か
、

来
年
も
招
待
し
た
い
と
言
わ
れ
た
の
は
嬉

し
か
っ
た
。
現
地
で
は
前
夜
祭
か
ら
イ
ベ

ン
ト
が
連
続
す
る
の
で
、
雪
像
製
作
は
設

計
で
完
璧
を
期
す
こ
と
が
大
事
、
基
本
的

な
道
具
は
貸
与
さ
れ
る
が
、
細
部
を
作
る

道
具
を
持
参
す
べ
き
な
ど
の
教
訓
を
得
た
。

ハ
ル
ビ
ン
は
皆
初
め
て
で
、
珍
し
い
料
理

や
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
の
案
内
で
市
内
観
光
も

楽
し
む
な
ど
、
新
し
い
友
人
を
得
る
と
と

も
に
、
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
。
学
内
報

告
会
で
は
四
人
と
も
笑
顔
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対

比
で
は
、
両
市
の
刺
繍
に
つ
い
て
述
べ
て

み
た
い
。
ウ
ィ
ー
ン
の
刺
繍
と
言
え
ば
、

フ
ラ
ン
ス
語
で
「
小
さ
な
点
」
を
意
味
す

る
プ
チ
ポ
ワ
ン
が
有
名
で
あ
る
。
目
の
細

か
い
絹
キ
ャ
ン
パ
ス
地
に
多
彩
な
刺
繍
糸

を
用
い
て
、
細
か
な
ス
テ
ッ
チ
を
刻
ん
で

い
く
刺
繍
技
法
で
あ
る
。
最
も
古
い
技
法

の
一
つ
で
、
歴
史
は
古
代
エ
ジ
プ
ト
に
ま

で
さ
か
の
ぼ
る
。
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
が

プ
チ
ポ
ワ
ン
を
特
に
愛
し
た
た
め
、
十
八

世
紀
の
ウ
ィ
ー
ン
で
一
般
庶
民
に
も
広

ま
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
王
妃
と
な
っ
た
そ
の

娘
マ
リ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
も
ア
ク
セ

サ
リ
ー
や
ド
レ
ス
、
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
の

調
度
品
に
プ
チ
ポ
ワ
ン
を
あ
し
ら
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。
プ
チ
ポ
ワ
ン
は
、
気
品

の
あ
る
優
美
さ
、
色
彩
の
美
し
さ
、
優
れ

た
技
巧
な
ど
多
く
の
魅
力
を
持
つ
芸
術
的

刺
繍
で
あ
る
。

　

一
方
、京
都
の
刺
繍
と
言
え
ば
京
繍
（
ぬ

い
）
が
有
名
で
あ
る
。
我
が
国
の
刺
繍
の

歴
史
は
、
飛
鳥
時
代
か
ら
と
推
定
さ
れ
、

こ
の
時
代
は
仏
画
を
刺
繍
で
表
現
し
た
掛

け
物
が
特
徴
的
で
あ
る
。
平
安
遷
都
に
伴

い
、
繍
技
の
職
人
を
か
か
え
る
縫
部
司
が

京
都
に
置
か
れ
、
衣
服
の
装
飾
に
用
い
ら

れ
た
の
が
京
繍
の
起
こ
り
で
あ
る
。
以
降
、

京
繍
は
十
二
単（
平
安
）、武
将
の
胴
服（
鎌

倉
）、能
衣
装
（
室
町
）
と
用
い
ら
れ
、安
土
・

桃
山
時
代
に
は
小
袖
に
多
用
さ
れ
さ
ら
に

発
展
し
た
。
明
治
時
代
以
降
は
、
ふ
く
さ
、

壁
掛
け
な
ど
が
現
わ
れ
、
新
需
要
が
開
拓

さ
れ
た
。
今
で
は
、
和
装
品
か
ら
祭
礼
品
、

額
に
至
る
ま
で
幅
広
い
製
品
が
あ
る
。
歴

史
と
伝
統
に
基
づ
く
両
市
の
刺
繍
は
、
構

図
、
繍
糸
の
配
色
、
繍
法
が
一
体
と
な
っ

た
独
自
の
表
現
に
よ
り
、
情
趣
あ
ふ
れ
た

作
品
を
産
ん
で
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
は
ウ
ィ
ー
ン
赴

任
中
、
プ
チ
ポ
ワ
ン
の
有
名
な
店
で
ウ
ィ

ン
ド
ウ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
こ
そ
た
ま
に
は
し
た

が
、
お
土
産
用
に
購
入
し
た
の
は
比
較
的

安
い
小
物
だ
け
だ
っ
た
。
京
繍
に
至
っ
て
は

今
で
も
ウ
ィ
ン
ド
ウ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
だ
け
で

あ
る
。
そ
れ
で
も
両
市
の
有
名
な
刺
繍
に

接
す
る
こ
と
が
で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ

つ
、
編
集
部
に
撮
影
を
お
願
い
し
た
プ
チ

ポ
ワ
ン
の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

■
杉
本
純
京
都
大
学
教
授

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の

原
子
力
の
話
Ⅱ

ウ
ィ
ー
ン
と
京
都 
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東日本大震災 チャリティーコンサート３月５日 ３月８日

　2013 年６月のプレミエ
「トリスタンとイゾルデ」出演
（左写真）を最後に、10 年
にわたるシュターツオーパー
専属歌手の務めを終えた
甲斐栄次郎が「第九」ソリス
トとして再びウィーンで歌う。

2014 年 3 月５日 水曜 19:30
ウィーン楽友協会大ホール

世界音楽合唱チャリティー協会（東京）主催
オーストリア政府観光局・ウィーン在日代表部共催

シュテファン・ヴラダール指揮
ウィーン室内オーケストラ

コルス・ヴィエネンシス　ウィーン少年合唱団
南相馬少女合唱団 MJC アンサンブル

マーラ・マシュタリール　小山由美
ヘルベルト・リッペルト　甲斐栄次郎

日本のアマチュア合唱団グループ 300 人
ベートーヴェン「交響曲第９番」

＊入場料の一部は東日本大震災遺児支援
義捐金として東北各地の被災地へ寄付

3 月８日 土曜 14:00
19 区  区役所ホール

19 区 Gatterburggasse 14
Austria for Japan 主催

第８回チャリティーコンサート
Ruei-Ran „Algy“ Wu 氏の作品
によるファミリーコンサート 

 呉睿然 （作曲・バンドネオン）
ダブランダー緑　三谷結子
菅野祥子  浅山薫  増村浩代

平野小百合
 入場無料／寄付制

義援金は宮城県亘理郡の
支援団体「いちごっこ」へ

　ウィーン在住の呉
睿然さんは、同郷の
台湾女声合唱団の指
揮者としても、これ
までに東日本大震災
チャリティーコンサー
トに取り組んで来た。

ウィーン少年合唱団は 1498 年の
創立以来初めて「第九」を歌う。


